
Ⅹ　RRSチーム

Ⅹ－1　ラピッドレスポンスシステム起動基準
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※14歳以下は対象外

※コール対応は平日8：30～17：00

※ケアに困っているなども気軽にご相談ください

Ⅹ－2　29年度介入に至った経路の構成比率（合計371件） Ⅹ－3　29年度介入に至ったコードの構成比率（合計371件）

Ⅹ－4　29年度月別介入件数 Ⅹ－5　29年度診療科別介入状況の構成比率（合計372件）

40回/分以下または130回/分

内容

新たな意識レベルの変化

患者に何か気がかりなことが
ある

新たな自発呼吸数の低下

新たな酸素飽和度の低下

新たな収縮期血圧の変化

新たな心拍数の変化

新たな尿量の低下

呼吸器系

項目

全般事項

50ml/４H以下

Ga

循環系

尿路系

神経系

GCS・JCSの明らかな低下

麻痺の出現

痙攣の出現

例：チアノーゼ、ADLの低下、予想
範囲外の吐・下血など

指標

8回/分以下または28回/分以上

SpO2 90％未満

90mmHg未満
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循環器内科/7件/1.9%

血液内科/34件/9.1%

リウマチ・膠原病内科/13件/3.5%

糖尿病・内分泌・代謝内科

/6件/1.6%

肝・胆・膵内科/29件/7.8%

消化管内科/16件/4.3%

炎症性腸疾患内科

/9件/2.4%

呼吸器内科/45件/12.1%

神経内科/14件/3.8%

腎・透析内科/16件/4.3%

肝・胆・膵外科/24件/6.5%

上部消化器外科/

12件/3.2%下部消化器外科/18件
/4.8%

乳腺・内分泌外科/5件/1.3%

炎症性腸疾患外科/10件
/2.7%

心臓血管外科/5件/
1.3%

呼吸器外科/3件/0.8%

整形外科/24件/6.5%

形成外科/1件/0.3%

脳神経外科/20件/5.4%

皮膚科/4件/1.1%

泌尿器科/21件/5.6%

産科婦人科/4件/1.1%

眼科/3件/0.8%

耳鼻咽喉科・頭頚部外科

/13件/3.5%

歯科口腔外科/2件/0.5%

輸血・細胞治療科/10件
/2.7%

精神科神経科/4件/1.1%

ラピッドレスポンスシステムとは、患者さんの状態が重症化する前にその徴候を発見し、介入するシステムであり、24年度にワーキ

ンググループとして発足した。チームは医療安全管理部門の下部組織であり、医師及びセーフティマネージャー、集中ケア認定看護

師、救急看護認定看護師で構成されている。

主な活動は毎週木曜日15時から集中ケア認定看護師もしくは救急看護認定看護師が全病棟をラウンドすることで、病棟看護師ととも

に入院中の重症患者さんの情報共有を行い、より良いケアが提供できるように看護介入の示唆や治療環境の調整などを行っている。ま

た、RRS起動基準を周知し、病棟看護師が異常に気付いた際に主科での対応が困難な場合等に対応することで、入院中の患者さんの

「予期しない状態変化による院内心停止」を回避することを目的に活動している。

今年度の統計では、RRSの介入件数は317件であった。最も多かった相談内容としては「患者さんになにか気がかりなことがある」と

いった全般事項であったが、引き続いて呼吸器系と循環系の相談件数が20％前後であった。これは、他大学と同様、敗血症性ショック

などの重症患者さんが多く入院していることを示している。今後も活動を継続することで、患者さんの状態変化にタイムリーに対応で

きるシステムを構築できるよう検討していく。

call/19件/5.1%

電子カルテ（GX）

/43件/11.6%

ラウンド/309件

/83.3%

呼吸器系/67件/18.1%

循環系/76件

/20.5%

尿路系/5件/1.3%

神経系/10件/2.7%

全般事項/213件

/57.4%

（件）

－130－


